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気象庁震度階級関連解説表 

１．気象庁が発表している震度は、原則として地表や低層建物の一階に設置した震度計によ

る観測値です。この資料は、ある震度が観測された場合、その周辺で実際にどのような現

象や被害が発生するかを示すもので、それぞれの震度に記述される現象から震度が決定さ

れるものではありません。 

２．地震動は、地盤や地形に大きく影響されます。震度は震度計が置かれている地点での観

測値であり、同じ市町村であっても場所によって震度が異なることがあります。また、中

高層建物の上層階では一般に地表より揺れが強くなるなど、同じ建物の中でも、階や場所

によって揺れの強さが異なります。 

３．震度が同じであっても、地震動の振幅（揺れの大きさ）、周期（揺れが繰り返す時の1 回

あたりの時間の長さ）及び継続時間などの違いや、対象となる建物や構造物の状態、地盤

の状況により被害は異なります。 

４．この資料では、ある震度が観測された際に発生する被害の中で、比較的多く見られるも

のを記述しており、これより大きな被害が発生したり、逆に小さな被害にとどまる場合も

あります。また、それぞれの震度階級で示されている全ての現象が発生するわけではあり

ません。 

５．この資料は、主に近年発生した被害地震の事例から作成したものです。今後、5 年程度

で定期的に内容を点検し、新たな事例が得られたり、建物・構造物の耐震性の向上等によ

って実状と合わなくなった場合には変更します。 

６．この資料では、被害などの量を概数で表せない場合に、一応の目安として、次の副詞・

形容詞を用いています。 

用語 意味 

まれに 極めて少ない。めったにない。 

わずか 数量・程度が非常に少ない。ほんの少し。 

大半 半分以上。ほとんどよりは少ない。 

ほとんど 全部ではないが、全部に近い。 

が（も）ある、 

が（も）いる 

当該震度階級に特徴的に現れ始めることを表し、量的には多くはないがその

数量・程度の概数を表現できかねる場合に使用。 

多くなる 量的に表現できかねるが、下位の階級より多くなることを表す。 

さらに多くなる 
上記の「多くなる」と同じ意味。下位の階級で上記の「多くなる」が使われ

ている場合に使用。 

※ 気象庁では、アンケート調査などにより得られた震度を公表することがありますが、これらは

「震度○相当」と表現して、震度計の観測から得られる震度と区別しています。 

  

資料２３ 
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●人の体感・行動、屋内の状況、屋外の状況 

震度

階級 
人の体感・行動 屋内の状況 屋外の状況 

０ 
人は揺れを感じないが、地

震計には記録される。 
－ － 

１ 

屋内で静かにしている人の

中には、揺れをわずかに感

じる人がいる。 

－ － 

２ 

屋内で静かにしている人の

大半が、揺れを感じる。眠

っている人の中には、目を

覚ます人もいる｡  

電灯などのつり下げ物が、わず

かに揺れる。 
－ 

３ 

屋内にいる人のほとんど

が、揺れを感じる。歩いて

いる人の中には、揺れを感

じる人もいる。眠っている

人の大半が、目を覚ます。 

棚にある食器類が音を立てる

ことがある。 
電線が少し揺れる。 

４ 

ほとんどの人が驚く。歩い

ている人のほとんどが、揺

れを感じる。眠っている人

のほとんどが、目を覚ます。 

電灯などのつり下げ物は大き

く揺れ､棚にある食器類は音を

立てる。座りの悪い置物が、倒

れることがある。 

電線が大きく揺れる。自動車を

運転していて、揺れに気付く人

がいる。 

５弱 

大半の人が、恐怖を覚え、

物につかまりたいと感じ

る。 

電灯などのつり下げ物は激し

く揺れ､棚にある食器類、書棚

の本が落ちることがある。座り

の悪い置物の大半が倒れる。固

定していない家具が移動する

ことがあり、不安定なものは倒

れることがある。 

まれに窓ガラスが割れて落ちる

ことがある。電柱が揺れるのが

わかる。道路に被害が生じるこ

とがある｡ 

５強 

大半の人が、物につかまら

ないと歩くことが難しいな

ど、行動に支障を感じる。 

棚にある食器類や書棚の本で、

落ちるものが多くなる。テレビ

が台から落ちることがある。固

定していない家具が倒れるこ

とがある。 

窓ガラスが割れて落ちることが

ある。補強されていないブロッ

ク塀が崩れることがある。据付

けが不十分な自動販売機が倒れ

ることがある。自動車の運転が

困難となり、停止する車もある。 

６弱 
立っていることが困難にな

る。 

固定していない家具の大半が

移動し、倒れるものもある｡ド

アが開かなくなることがある｡ 

壁のタイルや窓ガラスが破損、

落下することがある。 

６強 
立っていることができず、

はわないと動くことができ

ない。揺れにほんろうされ、

動くこともできず、飛ばさ

れることもある。 

固定していない家具のほとん

どが移動し、倒れるものが多く

なる。 

壁のタイルや窓ガラスが破損、

落下する建物が多くなる。補強

されていないブロック塀のほと

んどが崩れる。 

７ 

固定していない家具のほとん

どが移動したり倒れたりし、飛

ぶこともある｡ 

壁のタイルや窓ガラスが破損､

落下する建物がさらに多くな

る。補強されているブロック塀

も破損するものがある。 
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● 木造建物（住宅）の状況 

震度

階級 

木造建物（住宅） 

耐震性が高い 耐震性が低い 

５弱 － 壁などに軽微なひび割れ・亀裂がみられることがある。 

５強 － 壁などにひび割れ・亀裂がみられることがある。 

６弱 
壁などに軽微なひび割れ・亀裂がみられる

ことがある。 

壁などのひび割れ・亀裂が多くなる。 

壁などに大きなひび割れ・亀裂が入ることがある。 

瓦が落下したり、建物が傾いたりすることがある。倒れるもの

もある。 

６強 
壁などにひび割れ・亀裂がみられることが

ある。 

壁などに大きなひび割れ・亀裂が入るものが多くなる。 

傾くものや、倒れるものが多くなる。 

７ 
壁などのひび割れ・亀裂が多くなる。 

まれに傾くことがある。 
傾くものや、倒れるものがさらに多くなる。 

 

● 鉄筋コンクリート造建物の状況 

震度

階級 

鉄筋コンクリート造建物 

耐震性が高い 耐震性が低い 

５強 － 
壁、梁（はり）、柱などの部材に、ひび割れ・亀裂が入ること

がある。 

６弱 
壁、梁（はり）、柱などの部材に、ひび割

れ・亀裂が入ることがある。 

壁、梁（はり）、柱などの部材に、ひび割れ・亀裂が多くな

る。 

６強 
壁、梁（はり）、柱などの部材に、ひび割

れ・亀裂が多くなる。 

壁、梁（はり）、柱などの部材に、斜めや X状のひび割れ・

亀裂がみられることがある。 

１階あるいは中間階の柱が崩れ、倒れるものがある。 

７ 

壁、梁（はり）、柱などの部材に、ひび割

れ・亀裂がさらに多くなる。 

1階あるいは中間階が変形し、まれに傾く

ものがある。 

壁、梁（はり）、柱などの部材に、斜めや X状のひび割れ・

亀裂が多くなる。 

１階あるいは中間階の柱が崩れ、倒れるものが多くなる。 

 

● 地盤・斜面等の状況 

震度
階級 

地盤の状況 斜面等の状況 

５弱 
亀裂や液状化が生じることがある。 落石やがけ崩れが発生することがある。 

５強 

６弱 地割れが生じることがある。 がけ崩れや地すべりが発生することがある。 

６強 
大きな地割れが生じることがある。 

がけ崩れが多発し、大規模な地すべりや山体の崩壊
が発生することがある。 ７ 
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● ライフライン・インフラ等への影響 

ガス供給の停止 

安全装置のあるガスメーター（マイコンメーター）では震度５弱程度以上
の揺れで遮断装置が作動し、ガスの供給を停止する。 
さらに揺れが強い場合には、安全のため地域ブロック単位でガス供給が止
まることがある。 

断水、停電の発生 
震度５弱程度以上の揺れがあった地域では、断水、停電が発生することが
ある。 

鉄道の停止、 
高速道路の規制等 

震度４程度以上の揺れがあった場合には、鉄道、高速道路などで、安全確
認のため、運転見合わせ、速度規制、通行規制が、各事業者の判断によっ
て行われる。（安全確認のための基準は、事業者や地域によって異なる。） 

電話等通信の障害 

地震災害の発生時、揺れの強い地域やその周辺の地域において、電話・イ
ンターネット等による安否確認、見舞い、問合せが増加し、電話等がつな
がりにくい状況（ふくそう）が起こることがある。そのための対策として、
震度６弱程度以上の揺れがあった地震などの災害の発生時に、通信事業者
により災害用伝言ダイヤルや災害用伝言板などの提供が行われる。 

エレベーターの停止 
地震管制装置付きのエレベーターは、震度５弱程度以上の揺れがあった場
合、安全のため自動停止する。運転再開には、安全確認などのため、時間
がかかることがある。 

 

● 大規模構造物への影響 

長周期地震動による
超高層ビルの揺れ 

超高層ビルは固有周期が長いため、固有周期が短い一般の鉄筋コンクリー
ト造建物に比べて地震時に作用する力が相対的に小さくなる性質を持って
いる。しかし、長周期地震動に対しては、ゆっくりとした揺れが長く続き、
揺れが大きい場合には、固定の弱いＯＡ機器などが大きく移動し、人も固
定しているものにつかまらないと、同じ場所にいられない状況となる可能
性がある。 

石油タンクのスロッシ
ング 

長周期地震動により石油タンクのスロッシング（タンク内溶液の液面が大
きく揺れる現象）が発生し、石油がタンクから溢れ出たり、火災などが発
生したりすることがある。 

大規模空間を有する
施設の天井等の 
破損、脱落 

体育館、屋内プールなど大規模空間を有する施設では、建物の柱、壁など
構造自体に大きな被害を生じない程度の地震動でも、天井等が大きく揺れ
たりして、破損、脱落することがある。 
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～
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HZ60660
フリーテキスト
資料２４



✔
都
心
南
部
直
下
地
震
（
Ⅿ
7.
3）

✔
多
摩
東
部
直
下
地
震
（
Ⅿ
7.
3）

✔
都
心
東
部
直
下
地
震
（
Ⅿ
7.
3）

✔
都
心
西
部
直
下
地
震
（
Ⅿ
7.
3）

✔
多
摩
西
部
直
下
地
震
（
Ⅿ
7.
3）

✔
立
川
断
層
帯
地
震
（
Ⅿ
7.
4）

○
東

京
の

地
下

は
、
様
々
な
プ
レ
ー
ト
が
沈
み
込
む
複
雑
な
構
造

○
新

た
な

被
害

想
定

で
は

、
中
央
防
災
会
議
に
お
け
る
見
解
や
発
生
確
率
等
を
踏
ま
え
想
定
地
震

を
設

定

Ⅿ
７
ク
ラ
ス
の
首
都
直
下
地
震

Ｍ
８
～
９
ク
ラ
ス
の
海
溝
型
地
震

✔
大
正
関
東
地
震
（
Ⅿ
８
ク
ラ
ス
）

✔
南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
（
Ⅿ
９
ク
ラ
ス
）

発
生
確
率
：
０
～
６
％

発
生
確
率
：
約
70
％

（
上
記
５
地
震
な
ど
、
南
関
東
地
域
で

発
生
す
る
M
７
ク
ラ
ス
の
地
震
の
発
生
確
率
）

発
生
確
率
：
0.
5～
２
％

各
地
震
に
つ
い
て
被
害
を
想
定
し
、
防
災
対
策
に
活
用

○
直
下
型
地
震
：
総
合
的
な
防
災
対
策

○
海
溝
型
地
震
：
津
波
対
策

※
気
象
庁
H
Pよ
り

M
8～

9ク
ラ
ス
の
発
生
確
率
：
70
～
80
％

新
た
な
東
京
の
被
害
想
定
の
対
象
と
し
た
地
震 ※
赤
字
は
被
害
量
を
算
出
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○
都
内
で
最
大
規
模
の
被
害
が
想
定
さ
れ
る
地
震
で
、
震
度
６
強
以
上
の
範
囲
は
区
部
の
約
６
割
に
広
が
る
。

○
建
物
被
害
は
１
９
４
,４
３
１
棟
、
死
者
は
６
,１
４
８
人
と
想
定

冬
・
夕
方
（
風
速
８
m
/s
）

物 的 被 害

建
物
被
害

１
９
４
,４
３
１

（
３
０
４
,３
０
０
）

棟

要 因 別

揺
れ
等

８
２
,１
９
９

（
１
１
６
,２
２
４
）

棟

火
災

１
１
２
,２
３
２

（
１
８
８
,０
７
６
）

棟

人 的 被 害

死
者

６
,１
４
８

（
９
,６
４
１
）

人

要 因 別

揺
れ
等

３
,６
６
６

（
５
,５
６
１
）

人

火
災

２
,４
８
２

（
４
,０
８
１
）

人

負
傷
者

９
３
,４
３
５

（
１
４
７
,６
１
１
）

人

要 因 別

揺
れ
等

８
３
,４
８
９

（
１
２
９
,９
０
２
）

人

火
災

９
,９
４
７

（
１
７
,７
０
９
）

人

避
難
者

約
２
９
９
万

（
約
３
３
９
万
）

人

帰
宅
困
難
者

約
４
５
３
万

（
約
５
１
７
万
）

人

※
(
)は
前
回
想
定
の
東
京
湾
北
部
地
震
の
被
害
量

※
都
心
南
部
直
下
地
震
と
東
京
湾
北
部
地
震
で
は
地
震
動

が
異
な
り
、
比
較
は
困
難
で
あ
る
こ
と
に
留
意
が
必
要

※
小
数
点
以
下
の
四
捨
五
入
に
よ
り
合
計
が
合
わ
な
い
場

合
が
あ
る
。

※
揺
れ
等
に
は
、
液
状
化
、
急
傾
斜
地
等
の
被
害
を
含
む
。

全
壊
棟
数
分
布

焼
失
棟
数
分
布

都
心
南
部
直
下
地
震
（
M
7.
3）
の
震
度
分
布

東
京
に
お
け
る
被
害
想
定
（
都
心
南
部
直
下
地
震
）
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○
多
摩
地
域
に
大
き
な
被
害
が
想
定
さ
れ
、
震
度
６
強
以
上
の
範
囲
は
多
摩
地
域
の
約
２
割
に
広
が
る
。

○
建
物
被
害
は
１
６
１
,５
１
６
棟
、
死
者
は
４
,９
８
６
人
と
想
定

冬
・
夕
方
（
風
速
８
m
/s
）

物 的 被 害

建
物
被
害

１
６
１
,５
１
６

棟

要 因 別

揺
れ
等

７
０
,１
０
８

棟

火
災

９
１
,４
０
８

棟

人 的 被 害

死
者

４
,９
８
６

人

要 因 別

揺
れ
等

３
,０
６
８

人

火
災

１
,９
１
８

人

負
傷
者

８
１
,６
０
９

人

要 因 別

揺
れ
等

７
４
,３
４
１

人

火
災

７
,２
６
９

人

避
難
者

約
２
７
６
万

人

全
壊
棟
数
分
布

焼
失
棟
数
分
布

多
摩
東
部
直
下
地
震
（
M
7.
3）
の
震
度
分
布

東
京
に
お
け
る
被
害
想
定
（
多
摩
東
部
直
下
地
震
）

※
小
数
点
以
下
の
四
捨
五
入
に
よ
り
合
計
が
合
わ
な
い
場

合
が
あ
る
。

※
揺
れ
等
に
は
、
液
状
化
、
急
傾
斜
地
等
の
被
害
を
含
む
。
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○
震
度
６
強
以
上
の
範
囲
は
区
部
の
約
２
割
に
広
が
る
。
揺
れ
は
都
心
南
部
直
下
地
震
よ
り
規
模
が
小
さ
い
。

○
建
物
被
害
は
５
４
,９
６
２
棟
、
死
者
は
１
,７
７
７
人
と
想
定

冬
・
夕
方
（
風
速
８
m
/s
）

物 的 被 害

建
物
被
害

５
４
,９
６
２

棟

要 因 別

揺
れ
等

２
８
,３
１
９

棟

火
災

２
６
,６
４
３

棟

人 的 被 害

死
者

１
,７
７
７

人

要 因 別

揺
れ
等

１
,２
２
１

人

火
災

５
５
６

人

負
傷
者

３
８
,７
４
６

人

要 因 別

揺
れ
等

３
７
,０
７
０

人

火
災

１
,６
７
６

人

避
難
者

約
１
５
１
万

人

全
壊
棟
数
分
布

焼
失
棟
数
分
布

大
正
関
東
地
震
（
M
８
ク
ラ
ス
）
の
震
度
分
布

東
京
に
お
け
る
被
害
想
定
（
大
正
関
東
地
震
）

※
小
数
点
以
下
の
四
捨
五
入
に
よ
り
合
計
が
合
わ
な
い
場

合
が
あ
る
。

※
揺
れ
等
に
は
、
液
状
化
、
急
傾
斜
地
等
の
被
害
を
含
む
。
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○
震
度
６
強
以
上
の
範
囲
は
多
摩
地
域
の
約
２
割
に
広
が
る
。

○
建
物
被
害
は
５
１
,９
２
８
棟
、
死
者
は
１
,４
９
０
人
と
想
定

冬
・
夕
方
（
風
速
８
m
/s
）

物 的 被 害

建
物
被
害

５
１
,９
２
８

（
８
５
,７
３
５
）

棟

要 因 別

揺
れ
等

１
６
,０
６
６

（
３
５
,４
０
７
）

棟

火
災

３
５
,８
６
２

（
５
０
,３
２
８
）

棟

人 的 被 害

死
者

１
,４
９
０

（
２
,５
８
２
）

人

要 因 別

揺
れ
等

７
１
６

（
１
,５
２
６
）

人

火
災

７
７
５

（
１
,０
５
６
）

人

負
傷
者

１
９
,２
２
９

（
３
１
,６
９
０
）

人

要 因 別

揺
れ
等

１
６
,６
７
２

（
２
７
,７
６
７
）

人

火
災

２
,５
５
６

（
３
,９
２
２
）

人

避
難
者

約
５
９
万

（
約
１
０
１
万
）

人

全
壊
棟
数
分
布

焼
失
棟
数
分
布

立
川
断
層
帯
地
震
（
M
7.
4）
の
震
度
分
布

※
(
)は
前
回
想
定
の
被
害
量

※
地
盤
モ
デ
ル
を
変
更
し
て
い
る
た
め
、
一
概
に
比
較
は

困
難
で
あ
る
こ
と
に
留
意
が
必
要

※
小
数
点
以
下
の
四
捨
五
入
に
よ
り
合
計
が
合
わ
な
い
場

合
が
あ
る
。

※
揺
れ
等
に
は
、
液
状
化
、
急
傾
斜
地
等
の
被
害
を
含
む
。

東
京
に
お
け
る
被
害
想
定
（
立
川
断
層
帯
地
震
）
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大
島

青
ヶ
島

利
島

新
島
・
式
根
島

神
津
島

三
宅
島

御
蔵
島

八
丈
島

父
島

母
島

東
京
に
お
け
る
被
害
想
定
（
南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
）

○
震
度
は
区
部
・
多
摩
・
島
し
ょ
い
ず
れ
の
地
域
で
も
、
ほ
ぼ
５
強
以
下
と
な
る
。

○
揺
れ
に
よ
る
被
害
は
ほ
ぼ
発
生
し
な
い
見
込
み
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大
正
関
東
地
震
の
各
区
に
お
け
る
最
大
津
波
高
と
そ
の
場
所

南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
の
各
区
に
お
け
る
最
大
津
波
高
と
そ
の
場
所

津
波
高
は
最
大

約
２
～
２
.６
ｍ
程
度

東
京
に
お
け
る
被
害
想
定
（
海
溝
型
地
震
:
区
部
）

江
戸
川
区
最
大

津
波
高
2
.
00
m

江
東
区
最
大

津
波
高

2
.
2
2
m

中
央
区
最
大

津
波
高
2
.
12
m

港
区
最
大

津
波
高
2
.
00
m

品
川
区
最
大

津
波
高
2
.
01
m

大
田
区
最
大

津
波
高

1
.
8
5
m

東
京
湾
埋
立
地

最
大
津
波
高

1
.
6
9
m

江
戸
川
区
最
大

津
波
高
2
.
24
m

江
東
区
最
大

津
波
高
2
.
63
m

中
央
区
最
大

津
波
高
2
.
42
m

港
区
最
大

津
波
高
2
.
37
m

品
川
区
最
大

津
波
高
2
.
38
m

大
田
区
最
大

津
波
高
2
.
25
m

東
京
湾
埋
立
地

最
大
津
波
高

1
.
9
9
m
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大
島

式
根
島

青
ヶ
島

利
島

新
島

神
津
島

三
宅
島

御
蔵
島

八
丈
島

父
島

母
島

※
各
島
の
浸
水
図
は

最
大
ケ
ー
ス

最
大
津
波
高
：
式
根
島
約
２
８
ｍ

建
物
被
害

１
,２
５
８
棟

（
１
,２
８
２
棟
）

死
者
９
５
２
人

（
１
,７
７
４
人
）

東
京
に
お
け
る
被
害
想
定
（
海
溝
型
地
震
:
島
し
ょ
地
域
）

最
大

津
波
高

到
達

時
間

大
島

約
16
m
約
23
分

利
島

約
17
m
約
19
分

新
島

約
27
m
約
17
分

式
根
島

約
28
m
約
14
分

神
津
島

約
27
m
約
17
分

三
宅
島

約
16
m
約
25
分

御
蔵
島

約
７
m
約
30
分

八
丈
島

約
17
m
約
32
分

青
ヶ
島

約
14
m
約
36
分

父
島

約
15
m
約
12
6分

母
島

約
16
m
約
10
8分

（
）
は
前
回
想
定
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▼
液

状
化

地
域

で
は

、
住

宅
の

傾
斜

な
ど、

継
続
的
な
居
住
や
日
常
生
活
が
困
難
化

▼
⾧

周
期

地
震

動
に

よ
り固
定
さ
れ
て
い
な

い
本
棚
等
が
転
倒

し
た

り、
家
具
、
ピ
ア
ノ
、

コ
ピ
ー
機
等
が
大
き
く移
動
し
、
人
に
衝
突

▼
本
や
食
器
、
窓
ガ
ラ
ス
等
が
飛
散

し
、
ス
ト

ー
ブ
等
の
火
気
器
具
が
転
倒

▼
停

電
で
住
宅
の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
が
停
止

身
の
回
り
で
起
こ
り
得
る
災
害
シ
ナ
リ
オ
と
被
害
の
様
相
①

～
首
都
直
下
地
震
が
発
生
す
る
と
…
（
イ
ン
フ
ラ
・ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
復
旧
に
向
け
た
動
き
）
～

被
災
者
を
と
り
ま
く
様
相

電
力

マ
グ

ニ
チ

ュ
ー

ド
7.

3/
冬

/1
8
時

/風
速

8ｍ
/s

想
定
条
件

１ 週 間 後 ～ １ か 月 後 ～

▼
広

範
囲

で
停
電
が
発
生

▼
広
い
地
域
で

計
画
停
電
が

実
施

さ
れ

る
可

能
性

▼
徐

々
に
停
電

が
減
少

▼
発
電
所
の
停

止
な
ど、
電
力

供
給
量
が
不
足

し
、
電

力
需

要
が

抑
制

さ
れ

な
い

場
合

な
どは

、
計
画
停
電
が

継
続

す
る

可
能

性

▼
ラ

イ
フ
ラ

イ
ン

停
止

等
に

よ
り、
空
調
や

ト
イ
レ
等
が
利
用
で
き
な
い
状
態

が
継

続

▼
品

切
れ

に
よ

り飲
食
料
等
生
活
必
需
品

の
確
保
が
困
難
化

◆
発
災
後
当
面
の
間
は
、
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
や
公
共
交
通
機
関
な
ど
、
身
の
回
り
の
生
活
環
境
に
大
き
な
支
障
が
生
じ
る
と
と
も
に
、
被
害
が
甚
大
な
場
合
は
、
そ
の
復
旧
が
⾧
期
化
す
る
お
そ
れ

▼
ラ

イ
フ
ラ

イ
ン

の
状

況
に

よ
り空
調
や

ト
イ
レ
等
の
一
部
が
利
用
で
き
な
い

状
態

が
継

続

▼
電

力
が

復
旧

し
て

も
、
保

守
業

者
に

よ
る

点
検

が
終

了
す

る
ま

で
は

、
エ

レ
ベ

ー
タ

ー
が

使
用

で
き

な
い

た
め

、
復
旧
が
⾧
期
化
す
る
可
能
性

▼
過

剰
な

購
買

や
買

占
め

に
よ

り生
活

必
需
品
の
品
薄
状
態
が
継
続

▼
自

宅
の

再
建

や
修

繕
を

望
ん

で
も

、
業
者
や
職
人
等
の
確
保
が
困
難

上
水
道

下
水
道

ガ
ス

通
信

鉄
道

▼
下
水
利
用
が

制
限

▼
排

水
管

等
の

修
理

が
終

了
す

る
ま

で
、
集

合
住

宅
で

は
、

水
道
供
給
が

再
開
し
て
も

ト
イ
レ
利
用

が
不
可

▼
一

部
地

域
で

下
水
利
用
が
困

難
な
状
況
が
継

続 ▼
排

水
管

等
の

修
理

が
終

了
す

る
ま

で
、
集

合
住

宅
で

は
、
水
道
供
給

が
再
開
し
て
も
ト

イ
レ
利
用
が
不
可

▼
音

声
通

信
や

パ
ケ

ット
通

信
の

利
用
に
支
障

▼
輻

輳
に

よ
り音

声
通
話
は
つ
な

が
り
に
くく
な
る

▼
メ

ー
ル

、
Ｓ

Ｎ
Ｓ

等
の
大
幅
な
遅

配
等
が
発
生

▼
高

速
道

路
や

主
要

道
路

で
交
通
規
制
が
継
続

▼
通

行
可

能
な

道
路

に
お

い
て

、
鉄

道
等

の
運

休
継

続
で

車
両

利
用

が
増

え
、
慢
性
的
な
渋
滞
が

継
続

▼
断
水
の
復
旧

は
限
定
的

▼
断
水
は
概
ね

解
消

す
る

が
、

浄
水

施
設

等
が

被
災

し
た

場
合

、
断
水
が
⾧
期
化

す
る

可
能

性

▼
断
水
が
発
生

▼
建

物
倒

壊
や

焼
失

な
ど復

旧
困

難
エ

リア
を

除
き

、
安

全
点

検
の

終
了

や
管

路
の

復
旧

に
よ

り、
多
くの
地
域
で

供
給
が
再
開

▼
多

くの
地

域
で

利
用
制
限
解
消

▼
排

水
管

等
の

修
理

が
終

了
す

る
ま

で
、
集

合
住

宅
で

は
、
水
道
供
給

が
再
開
し
て
も
ト

イ
レ
利
用
が
不
可

▼
安

全
点

検
の

終
了

や
管

路
の

復
旧

に
よ

り、
建

物
倒

壊
や

焼
失

な
ど復

旧
困

難
エ

リア
を

除
き

多
くの
地
域
で

供
給
が
再
開

▼
順
次
、
通
信
が

回
復

▼
通

信
設

備
の

被
害

状
況

に
よ

って
は

、
電
話
や

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

等
通
信
が
⾧
期

間
に
渡
り
不
通

とな
る

可
能

性

▼
復

旧
完

了
区

間
か

ら
順

次
運

行
が

再
開

す
る

が
多
くの
区
間

で
運
行
停
止
が

継
続

▼
橋

脚
な

どの
大
規
模
被
害
や

線
路
閉
塞
、

車
両
脱
線
等

が
発

生
し

た
場

合
復
旧
ま
で
１
か

月
以
上
の
期
間

が
必
要
と
な
る

可
能
性

▼
高

速
道

路
や

直
轄

国
道

等
の

主
要

路
線

は
段
階
的
に
交
通
規
制

解
除

▼
そ

の
他

道
路

で
は

段
階

的
に
閉
塞
や
交
通
規
制

が
継
続

す
る

可
能

性

▼
土

砂
災

害
等

に
よ

り
道

路
が

寸
断

さ
れ

た
場

合
復
旧
ま
で
は
数
か
月
以

上
を
要
す
る

可
能

性

▼
羽

田
空

港
等

は
、
徐
々

に
一
般
利
用
客
の
輸
送

を
再
開

▼
点

検
や

被
災

等
で

、
都

内
の

Ｊ
Ｒ

在
来

線
、
私

鉄
、

地
下

鉄
が
運
行

停
止

▼
新
幹
線
も
運
行

停
止

し
、
都

外
か

ら
の
来
街
者
の

多
くが
帰
宅
困
難

▼
道

路
寸

断
や

、
交

通
規

制
、
渋

滞
等

に
よ

り、
バ

ス
等
の
代
替
交

通
に
よ
る
移
動
も

困
難

▼
高

速
道

路
及

び
主

要
一

般
道

に
お

い
て

、
交

通
規

制
が

実
施

さ
れ

、
一
般

車
両
の
通
行
が
規
制

▼
環
状
七
号
線
の
内
側

方
向
へ
の
流
入
禁
止

等
の

交
通

規
制

が
実

施

▼
ガ

ソ
リン

ス
タ

ン
ド

は
当

面
給
油
不
能
か
⾧
蛇
の
列

▼
一

般
家

庭
で

使
用

さ
れ

る
低

圧
ガ

ス
は

、
安

全
措
置
が
作

動
し
、
広
域
的

に
供
給
が
停
止

▼
各

家
庭

で
も

、
震
度
５
弱
程
度

以
上
で
自
動

遮
断

▼
低

圧
ガ

ス
管

路
の

安
全

点
検

や
復

旧
作

業
が

終
了

せ
ず

、
一
部

の
利
用
者
へ
の

供
給
停
止
が

継
続

発
災
後
当
面
の
間
は
、
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
寸

断
等
、
被
災
生
活
に
大
き
な
支
障

３ 日 後 ～発 災 直 後 ～ １ 日 後

▼
携

帯
基

地
局

電
源
の
枯
渇

に
よ

り不
通
エ
リ
ア

拡
大

の
可

能
性

▼
音

声
通

信
も

パ
ケ

ット
通

信
も
利

用
困
難
が
継
続

▼
断
水
・濁
水
は

段
階
的
に
解
消

さ
れ

る
が

、
浄

水
施

設
等

の
被

災
に

よ
る
断
水
は

継
続

※
被
害
の
様
相
は
一
つ
の
想
定
と
し
て
作
成
し
た
も
の
で
あ
り
、
実
際
の
災
害
時
に
、
記
載
し
た
被
害
の
様
相
ど
お
り
の
事
象
が
発
生
す
る
も
の
で
は
な
い
こ
と
に
留
意
が
必
要

道
路
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▼
耐

震
性

の
低

い
木

造
建

物
や

ビ
ル

・マ
ン

シ
ョン

の
倒
壊
等

が
発
生

し
、
多
数
の
閉
じ
込
め
が
発
生

▼
住

宅
や

事
業

所
の

火
気

・電
気

器
具

等
か

ら
出

火
し

、
同
時
多
発
火
災
が
発
生

。
鎮

火
ま

で
24

時
間

以
上

必
要

（
特

に
木
造
住
宅
密
集
地
域
で
は
被
害
が
顕
著

）
▼
火
災
旋
風
や
強
風
下
で
の
地
震

が
発

生
し

た
場

合
、
飛

び
火

等
に

よ
りさ
ら
な
る
広
域
延
焼
が
発
生

す
る

可
能

性
▼

タ
ン

ク
等

か
ら
可
燃
性
物
質
の
漏
洩
等

に
よ

る
出
火
が
発
生

す
る

可
能

性

▼
落

橋
等

に
よ

り、
列
車
や
車
の
事
故
、
転
落
等
が
発
生

す
る

可
能

性
▼

斜
面

崩
壊

が
発

生
し

、
道
路
寸
断
に
よ
る
集
落
の
孤
立
等
発
生

の
可

能
性

身
の
回
り
で
起
こ
り
得
る
災
害
シ
ナ
リ
オ
と
被
害
の
様
相
②

～
首
都
直
下
地
震
が
発
生
す
る
と
…
（
救
出
救
助
機
関
等
に
よ
る
応
急
対
策
活
動
の
展
開
）
～

応
急
対
策
活
動
を
と
り
ま
く
様
相

道
路
、
輸
送
拠
点
等

マ
グ

ニ
チ

ュ
ー

ド
7.

3/
冬

/1
8
時

/風
速

8ｍ
/s

想
定
条
件

通
信

▼
高

速
道

路
や

国
道

、
都

道
等

の
主

要
道

路
は

、
一
部
で
通
行

不
能
区
間
が
残
る
が
、
緊
急
輸
送
道
路
の
啓
開
は
概
ね
完
了

▼
細
街
路
が
多
い
地
域

等
で

は
、
障

害
物

等
の

撤
去

が
進

ま
ず

、
救
出
救
助
活
動
や
物
資
や
医
療
搬
送
等
へ
の
影
響
が
継
続

▼
空

港
は

支
障

が
な

い
と判

断
さ

れ
次

第
、
直
ち
に
緊
急
輸
送

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
拠
点
と
し
て
運
用

（
被

害
が

深
刻

な
場

合
は

利
用
開
始
が
遅
延

）
▼

道
路

被
害

や
渋

滞
、
港

湾
の

被
害

の
影

響
に

よ
り、

燃
料

供
給

が
遅

滞
し

た
場

合
、
災
害
対
応
車
両
等
へ
の
燃
料
が
不
足

す
る

可
能

性

▼
電

話
通

信
が

大
量

に
発

生
し

、
通

話
の

輻
輳

が
生

じ
る

が
、
一

般
通

話
を

制
御

す
る

こ
とで

、
警
察
、
消
防
や
災
害
対

策
本
部
等
の
重
要
な

通
信
は
優
先
的
に
確

保
▼

多
くの

基
地

局
で

非
常

用
電

源
が

枯
渇

し
、
不

通
地
域
が
さ
ら
に
拡
大

▼
強
い
余
震

に
よ

り、
本

震
で

倒
壊

し
な

か
った

建
物

の
倒

壊
な

ど
、
被
害
拡
大

の
可

能
性

▼
復

電
時

の
電

気
機

器
の

シ
ョー

ト
な

ど、
通
電
火
災
等
が
発
生

す
る

可
能

性
▼

周
辺

道
路

の
障

害
物

が
除

去
さ

れ
て

い
な

い
場

合
、
消

火
活

動
が

妨
げ

ら
れ

鎮
火
が
遅
れ
る

可
能

性
▼
強
い
余
震
や
集
中
豪
雨
等

が
発

生
し

た
場

合
は

、
よ

り大
規

模
な

斜
面

崩
壊

等
が

発
生

し
、
被
害
が
拡
大

す
る

可
能

性
▼
高
齢
者
や
既
往
症
を
持
つ
人

な
どが

、
避

難
所

等
の

慣
れ

な
い

環
境

で
の

生
活

に
よ

り、
病

状
が

悪
化

し
、
死
亡
す
る
事
例
が
増
加
（
震
災
関
連
死
）

▼
強
い
余
震

が
発

生
し

た
場

合
、
本

震
で

は
倒

壊
し

な
か

った
建

物
が

倒
壊

す
る

な
ど、
さ
ら
な
る
被
害
拡
大

の
可

能
性

▼
地

震
後

に
豪
雨
等

が
発

生
し

た
場

合
は

、
よ

り大
規

模
な

斜
面

崩
壊

や
地

す
べ

り、
土

石
流

が
発

生
し

、
被
害
が

拡
大

す
る

可
能

性

▼
高
齢
者
や
既
往
症
を
持
つ
人

な
どが

、
避

難
所

等
の

慣
れ

な
い

環
境

で
の

生
活

に
よ

り、
病

状
が

悪
化

し
、
死
亡
す
る
事
例
が
増
加
（
震
災
関
連
死
）

◆
道
路
な
ど
の
緊
急
輸
送
ル
ー
ト
が
確
保
で
き
な
い
場
合
、
応
急
対
策
人
員
・物
資
の
円
滑
な
移
動
・活
動
が
困
難
を
極
め
、
救
出
救
助
や
被
災
地
支
援
が
遅
滞
し
、
⾧
期
化
す
る
お
そ
れ

大
規
模
地
震
の
発
生
を
受
け
、
全
国
か
ら
の
応
援
と
と
も
に
、
警

察
・消
防
・自
衛
隊
等
の
関
係
機
関
に
よ
る
救
出
救
助
等
の
応
急

活
動
が
、
各
地
で
展
開
さ
れ
る
。

▼
橋

梁
等

の
被

害
、
沿

道
建

物
や

電
柱

等
の

倒
壊

、
道

路
沿

線
で

の
延

焼
火

災
、
液

状
化

に
伴

う
段

差
、
ト

ン
ネ

ル
の

天
井

落
下

等
の

被
害

が
発

生
し

、
至
る
所
で
道
路
寸
断
が
発
生
し
、
被
害

状
況
の
確
認
や
救
出
救
助
、
消
火
活
動
等
が
困
難
化

▼
停

電
に

伴
う
信
号
機
等
の
滅
灯

に
よ

り、
交

通
事

故
や

渋
滞

が
多

発
し

、
緊
急
通
行
車
両
の
移
動
が
困
難
化

す
る

可
能

性
▼

施
錠

し
た

ま
ま

放
置

さ
れ

た
車

両
が

、
渋
滞
の
助
⾧
や
緊
急

通
行
車
両
の
活
動
の
妨
げ

とな
る

可
能

性
▼
道
路
啓
開
で
生
じ
た
障
害
物

を
道

路
上

に
仮

置
き

す
る

た
め

、
車

線
が

限
定

さ
れ

、
救
出
救
助
活
動
等
の
遅
延
が
発
生

▼
空

港
は

、
滑

走
路

等
、
航

空
機

の
発

着
に

支
障

が
あ

る
被

害
を

確
認

す
る

た
め
一
時
閉
鎖

▼
多

数
の

避
難

者
、
帰

宅
困

難
者

等
が

公
園

や
グ

ラ
ウ

ン
ド

等
に

滞
留

し
、
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
の
離
発
着
に
使
用
で
き
な
い

可
能

性

発 災 直 後 ～ １ 日 後

▼
計
画
停
電
が
実
施

さ
れ
る
場
合

、
基

地
局

の
停

波
等

に
よ

り
、
さ
ら
な
る
通
信
障

害
が
発
生

す
る

可
能

性

▼
停

電
継

続
地

域
に

お
い

て
、
交

換
機

等
の

非
常

用
発

電
機

の
燃

料
が

枯
渇

し
た

場
合

、
通
信
確
保

が
困
難
化

１ か 月 後 ～１ 週 間 後 ～３ 日 後 ～

▼
高

速
道

路
及

び
直

轄
国

道
等

の
主

要
路

線
で
段
階
的
に

交
通
規
制
が
解
除

▼
生

活
道

路
等

に
お

い
て

、
道

路
管

理
者

や
周

辺
住

民
に

よ
る

道
路
啓
開
が
徐
々
に
進
展

▼
被

害
が

多
い

と、
重

機
等

が
す

べ
て

の
現

場
に

行
き

渡
ら

ず
、

道
路
の
啓
開
作
業
等
が
⾧
期
化

▼
土

砂
災

害
等

に
よ

り道
路

が
寸

断
さ

れ
た

場
合

、
復
旧
ま
で
は

数
か
月
以
上
を
要
す
る

可
能

性
▼

羽
田

空
港

等
は

、
救

出
救

助
活

動
や

物
資

輸
送

拠
点

とし
て

運
用

を
継

続
し

つ
つ

、
徐
々
に
一
般
利
用
客
の
輸
送
を
再
開

※
被
害
の
様
相
は
一
つ
の
想
定
と
し
て
作
成
し
た
も
の
で
あ
り
、
実
際
の
災
害
時
に
、
記
載
し
た
被
害
の
様
相
ど
お
り
の
事
象
が
発
生
す
る
も
の
で
は
な
い
こ
と
に
留
意
が
必
要

出
典
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▼
避
難
者
に
加
え
帰
宅
困
難
者
も

避
難
所
に
殺
到

し
、
収

容
力

を
越

え
る

事
態

が
発

生
▼

停
電

や
通

信
の

途
絶

等
に

よ
り、
避
難
者
数
の
把
握
や

安
否
確
認
、
必
要
な
物
資
の
把
握
が
困
難
化

▼
住

民
同

士
の

つ
な

が
りが

希
薄

な
地

域
で

は
、
助

け
合

い
が

進
ま

ず
、
避
難
所
の
運
営
等
が
混
乱

す
る

お
そ

れ

身
の
回
り
で
起
こ
り
得
る
災
害
シ
ナ
リ
オ
と
被
害
の
様
相
③

～
首
都
直
下
地
震
が
発
生
す
る
と
…
（
避
難
所
で
の
避
難
生
活
）
～

避
難
所
を
と
り
ま
く
様
相

電
力
・
通
信

マ
グ

ニ
チ

ュ
ー

ド
7.

3/
冬

/1
8
時

/風
速

8ｍ
/s

想
定
条
件

３ 日 後 ～ １ 週 間 後 ～ １ か 月 後 ～

飲
食
・
物
資

ト
イ
レ
・
衛
生

自
宅
が
揺
れ
に
伴
い
損
傷
を
受
け
、

ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
も
不
通
に
な
っ
た
た

め
、
避
難
所
へ
避
難
す
る
。

▼
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
等
の
バ
ッ
テ
リ
ー
が

切
れ

、
家

族
との

連
絡

等
が

困
難

化
▼

多
くの

携
帯

基
地

局
で
非
常
用
電

源
が
枯
渇

し
、
不
通
地
域
が
さ
ら
に

拡
大

▼
利

用
可

能
地

域
で

も
輻
輳
に
よ
り
、
携

帯
電
話
の
通
話
が
つ
な
が
り
に
くく
な
る

▼
メ
ー
ル
、
S
N
S
等
の
大
幅
な
遅
配

等
が

発
生

▼
発

電
機

の
燃

料
が

枯
渇

し
た

避
難

所
等

で
は

、
テ

レ
ビ

や
ス

マ
ー

ト
フ

ォ
ン

に
よ

る
情
報
収
集
や
、
照
明
、
空

調
等
の
利
用
が
困
難
化

▼
計
画
停
電
が
実
施
さ
れ
る
場
合

、
基

地
局

の
停

波
等

に
よ

り
、
さ
ら
な

る
通
信
障
害
が
発
生

す
る

可
能

性

▼
停

電
に

よ
り
空
調
が
利
用
で
き
ず

、
熱
中
症
や
脱
水
症
状

に
な

っ
た

り
、

寒
さ

か
ら
風
邪
を
ひ
く等
、
体
調
を

崩
す

可
能

性

▼
備

蓄
に

よ
り
飲

用
水

が
確

保
さ

れ
る

が
給
水
車
に
よ
る
給
水
は
限
定
的

▼
臨

時
の

避
難

所
等

を
把

握
で

き
ず

、
食
料
や
救
援
物
資
等
が
配
給
さ
れ

な
い
事
態

が
発

生

▼
避

難
所

外
避

難
者

等
が

飲
食

料
を

取
り
に

訪
れ

る
た

め
、
避
難
所
物
資

が
早
期
に
枯
渇

す
る

可
能

性

▼
在

宅
避

難
者

の
家

庭
内

備
蓄

が
枯

渇
し

、
時
間
経
過

と
と
も
に
避
難
所
へ
の
避
難
者
が
増
加

▼
必

要
な

ス
ペ

ー
ス

や
物

資
の

確
保

等
の

ケ
ア

が
行

き
渡

ら
ず
避
難
者
の
ス
ト
レ
ス
が
増
加

▼
ご

み
・し

尿
処

理
収

集
の

遅
れ

に
よ

り、
生

活
ご

み
や

し
尿

が
回

収
さ

れ
ず
避
難
所
衛
生
状
態
が
急
速
に
悪
化

▼
過

密
や

プ
ラ

イ
バ

シ
ー

欠
如

、
劣

悪
な

衛
生

環
境

等
を

忌
避

し
、
屋
外
に
避
難
す
る
避
難
者
が
発
生

▼
高

齢
者

や
既

往
症

を
持

つ
人

等
が

、
慣
れ
な
い
環
境

で
の
生
活
に
よ
り
病
状
が
悪
化

す
る

可
能

性
▼

プ
ラ

イ
バ

シ
ー

不
足

や
生

活
ル

ー
ル

、
ペ

ット
等

に
関

す
る
ト
ラ
ブ
ル
増
加

▼
避

難
所

へ
避

難
し

て
い

た
避

難
者

が
、

自
宅

等
へ

戻
り始

め
る

▼
道

路
寸

断
や

交
通

機
関

の
状

況
の

違
い

等
に

よ
り、

支
援
物
資
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
供
給
に
ば
ら
つ
き

が
発

生

▼
必

要
とす

る
情

報
や

物
資

等
が

変
化

・多
様

化
し

、
行
政
が
避
難
者
の
ニ
ー

ズ
に
対
応
し
き
れ
な
くな
る

▼
物

資
不

足
が

⾧
期

化
し

た
場

合
、
略

奪
や
窃
盗
な
ど
、
治
安
の
悪
化

を
招

く
可

能
性

▼
管

理
等

が
適

切
に

行
わ

れ
ず

、
避
難
所
や
仮
設
ト
イ
レ
の
衛
生
環
境

が
急
速
に
悪
化

す
る

可
能

性
▼

特
に

夏
季

に
お

い
て

は
感

染
症

の
発

生
に

つ
な

が
る

可
能

性
▼

汲
み

取
り式

の
ト

イ
レ

で
は

、
バ
キ
ュ
ー
ム
カ
ー

の
不
足
等
で
早
期
に

使
用
が
困
難
化

▼
道

路
被

害
や

渋
滞

等
に

よ
り
、
必
要

な
タ
イ
ミ
ン
グ
で
必
要
量
の
物
資
を

供
給
す
る
こ
と
が
困
難
化

▼
段

ボ
ー

ル
ベ

ッド
等

、
要

配
慮

者
の
避

難
所
生
活
環
境
改
善
に
資
す
る
物

資
が
不
足

▼
燃

料
が

枯
渇

し
た

場
合

、
非
常
用

電
源
で
機
能
し
て
い
た
水
洗
ト
イ
レ

が
機
能
を
停
止

し
、
使

用
困

難
化

▼
衛

生
環

境
が

悪
化

し
た

場
合

に
、
イ

ン
フ
ル

エ
ン

ザ
、
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

、
ノ
ロ

ウ
イ

ル
ス

等
の
感
染
症
が
蔓
延

す
る

可
能

性

▼
清

掃
が

行
き

届
か

ず
、
ほ

こ
りが

舞
う

こ
とに

よ
って

気
管

支
炎

を
発

症
し

、
特
に
喘
息
等
の
既
往
症
を
有
す
る

人
は
症
状
が
悪
化

す
る

可
能

性

◆
被
害
が
甚
大
な
地
域
で
の
避
難
所
生
活
は
、
発
災
直
後
の
混
乱
の
み
な
ら
ず
、
電
力
・通
信
、
飲
食
・物
資
、
ト
イ
レ
・衛
生
な
ど
、
様
々
な
課
題
が
発
生
し
、
時
間
を
追
う
ご
と
に
多
様
化

発 災 直 後 ～ １ 日 後

※
被
害
の
様
相
は
一
つ
の
想
定
と
し
て
作
成
し
た
も
の
で
あ
り
、
実
際
の
災
害
時
に
、
記
載
し
た
被
害
の
様
相
ど
お
り
の
事
象
が
発
生
す
る
も
の
で
は
な
い
こ
と
に
留
意
が
必
要

▼
高

齢
者

や
既

往
症

を
持

つ
人

な
どが

、
慣
れ
な
い
環
境

で
の
生
活
に
よ
り
病
状
が
悪
化

す
る

可
能

性
▼

避
難

者
、
特

に
外

国
人

な
ど、
生
活
習
慣
や
文
化
等

が
異
な
る
人
た
ち
の
精
神
的
負
担
が
増
大

▼
ラ

イ
フ
ラ

イ
ン

復
旧

や
交

通
機

関
再

開
に

伴
い

、
避

難
者

が
自

宅
や

親
戚

・知
人

宅
、
応

急
仮

設
住

宅
等

に
移

り、
避
難
者
数
が
減
少

▼
自

宅
や

他
の

避
難

先
等

へ
移
動
し
た
避
難
者
の
所
在

把
握
が
困
難
化
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▼
大

き
な

揺
れ

や
⾧

周
期

地
震

動
に

よ
り、

中
高

層
階

を
中

心
に
歩
くこ
と
が
困
難
化

。
未

固
定
の
本
棚
の
転
倒

や
、
キ
ャ
ス
タ
ー
付
き

の
家
具
や
コ
ピ
ー
機
等
の
移
動
で
人
に
衝
突

▼
マ

ン
シ

ョン
の
中
高
層
階
で
は
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
停
止
に
よ
り
地
上

と
の
往
復
が
困
難

とな
り、

十
分

な
備

え
が

な
い

場
合

、
在
宅
避

難
が
困
難
化

▼
液

状
化

が
発

生
し

た
地

域
で

は
、
住

宅
の

傾
斜

や
断

水
の

発
生

等
に

よ
り居
住
が
困
難
化

▼
自

宅
の

片
づ

け
等

の
た

め
に

一
時

帰
宅

し
た

際
に

、
大

き
な

余
震

が
発

生
す

る
と、
本
震
で
脆
弱
化
し
て
い
た
建
物
の
倒
壊
等
に
よ

り
、
死
傷
者
が
増
加

す
る

可
能

性

身
の
回
り
で
起
こ
り
得
る
災
害
シ
ナ
リ
オ
と
被
害
の
様
相
④

～
首
都
直
下
地
震
が
発
生
す
る
と
…
（
住
み
慣
れ
た
自
宅
等
で
の
避
難
生
活
）
～

自
宅
を
と
り
ま
く
様
相

電
力
・
通
信

マ
グ

ニ
チ

ュ
ー

ド
7.

3/
冬

/1
8
時

/風
速

8ｍ
/s

想
定
条
件

飲
食
・
物
資

ト
イ
レ
・
衛
生

▼
発

電
所

の
停

止
な

ど、
電

力
供

給
量

が
不

足
し

、
利

用
の

自
粛

が
不

十
分

な
場

合
や

電
力

需
要

が
抑

制
さ

れ
な

い
場

合
計
画
停
電
が
継
続

さ
れ

る
可

能
性

▼
計
画
停
電
が
実
施
さ
れ
る
場
合

、
基

地
局

の
停

波
や

、
自

宅
の

W
i-

Fi
設

備
の

機
能

停
止

に
よ

り、
さ
ら
な
る
通
信
障
害
が

発
生

す
る

可
能

性

▼
停

電
が

継
続

す
る

地
域

で
は

、
電
源
を

利
用
す
る
電
話
機
（
留
守
番
電
話
、
光

回
線
利
用
型
電
話
等
）
や
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
通
信
機
器
（
ル
ー
タ
ー
等
）
は
使

用
不
能

▼
停

電
に

よ
り空
調
が
使
用
で
き
ず
、
熱
中

症
や
脱
水
症
状
に
な
っ
た
り
、
寒
さ
か
ら

風
邪
を
ひ
く等
、
体
調
を
崩
す

可
能

性

▼
ス

ー
パ

ー
や

コ
ン

ビ
ニ

で
、
飲

食
料

や
生

活
必

需
品

等
が

売
り切

れ
、
物
資

を
確
保
す
る
こ
と
が
困
難
化

▼
避

難
所

外
避

難
者

等
が

、
飲

食
料

を
受

け
取

りに
来

る
た

め
、
避
難
所
の

物
資
が
早
期
枯
渇

す
る

可
能

性

▼
応
急
給
水
拠
点
に
、
多
数
の
住
民

が
殺
到

し
、
⾧

蛇
の

列
とな

り、
夏

場
な

どに
炎

天
下

で
給
水
を
待
つ
住
民

が
熱
中
症

な
どに

な
る

可
能

性

▼
高

架
水

槽
を

設
置

す
る

住
宅

で
は

、
水

道
が

供
給

さ
れ

て
い

て
も

、
停
電
や

計
画
停
電
が
継
続
し
た
場
合
、
揚
水

で
き
ず
、
水
道
が
使
え
な
い
状
態
が

継
続

す
る

可
能

性

▼
家

庭
内

備
蓄

が
枯

渇
し

、
時
間
経
過
と
と
も
に
避
難
所
へ
の
避

難
者
が
増
加

▼
大

き
な

余
震

が
続

く場
合

、
在
宅
避
難
者
が
不
安
等
を
感
じ
、

屋
外
に
避
難

す
る

が
、
冬

季
は
体
調
悪
化
に
よ
る
被
害
の
拡
大

が
懸

念
▼

生
活

ご
み

や
片

付
け

ご
み

が
、
回

収
さ

れ
ず

に
取

り残
さ

れ
た

り、
不

法
に

捨
て

ら
れ

た
りし

て
、

悪
臭
な
ど
の
問
題
が
発
生

▼
心

身
機

能
の

低
下

に
よ

り、
生

活
不

活
発

病
とな

る
な

ど、
体
調

を
崩
す
人
が
増
加

▼
電

力
が

復
旧

し
て

も
、
保

守
業

者
に

よ
る

点
検

が
終

了
す

る
ま

で
は

、
エ

レ
ベ

ー
タ

ー
が

使
用

で
き

ず
、
復
旧
が
⾧
期
化
す
る
可
能
性

▼
心

身
機

能
の

低
下

に
よ

り、
生

活
不

活
発

病
とな

る
な

ど、
体
調

を
崩
す
人
が
さ
ら
に
増
加

▼
自

宅
の

再
建

や
修

繕
を

望
ん

で
い

て
も

、
建
設

業
者
や
職
人
等
が
確
保
で
き
な
い

可
能

性

▼
マ

ン
シ

ョン
等

の
集
合
住
宅

で
は

、
水
道
が
供
給
さ
れ
て

い
て
も
、
排
水
管
等
の
修
理

が
終
了
し
て
い
な
い
場
合
、

ト
イ
レ
利
用
が
不
可

▼
家

庭
内

備
蓄

を
し

て
い

た
携
帯
ト
イ
レ
が
枯
渇
し
た
り
、

ト
イ
レ
が
使
用
で
き
な
い
期

間
が
⾧
期
化

し
た

場
合

、
在
宅
避
難
が
困
難
化

◆
自
宅
が
安
全
な
場
合
、
日
頃
か
ら
十
分
に
備
え
て
お
くこ
と
で
住
み
慣
れ
た
自
宅
に
留
ま
る
こ
と
は
有
効
だ
が
、
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
復
旧
が
⾧
期
化
し
た
場
合
、
生
活
が
徐
々
に
困
難
化
し
て
い
く

強
い
揺
れ
が
襲
い
、
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
も
不
通
と
な
っ
た

が
、
幸
い
に
も
自
宅
は
大
き
な
被
害
も
な
く、
周
囲

も
火
災
な
ど
の
危
険
は
な
い
。
ま
た
、
備
蓄
も
あ
る

程
度
し
て
い
た
た
め
、
在
宅
避
難
を
開
始
す
る
こ
と
に
。

▼
需

要
を

抑
制

し
、
供

給
との

バ
ラ

ン
ス

を
図

る
た

め
、
広
い
地
域
で
計
画
停
電
が

実
施

さ
れ

る
可

能
性

▼
多

くの
携

帯
基

地
局

で
非

常
用
電
源
が

枯
渇

し
、
不
通
地
域
が
さ
ら
に
拡
大

▼
利

用
可

能
地

域
で

も
、
輻
輳
に
よ
り
、
携

帯
電
話
の
通
話
が
つ
な
が
り
に
くく
な
る

▼
メ
ー
ル
、
S
N
S
等
の
大
幅
な
遅
配
等

が
発

生

▼
停

電
が

発
生

し
た

地
域

で
は

、
電
源
を

利
用
す
る
電
話
機
（
留
守
番
電
話
、
光

回
線
利
用
型
電
話
等
）
や
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
通
信
機
器
（
ル
ー
タ
ー
等
）
は
使

用
不
能

▼
道

路
啓

開
や

サ
プ

ラ
イ

チ
ェー

ン
復

旧
の

状
況

に
よ

り、
地
域
ご
と
に
店
舗
で

の
品
ぞ
ろ
え
に
偏
り
が

生
じ

る
可

能
性

▼
余

震
等

へ
の

不
安

な
どか

ら
過

剰
な

購
買

行
動

が
発

生
し

、
慢
性
的
な
品

不
足
が
継
続

す
る

可
能

性

▼
受

水
槽

や
給

水
管

な
ど、
住
宅
内
の

給
水
設
備
が
被
害
を
受
け
た
場
合
、

断
水
が
継
続
し
、
復
旧
が
⾧
期
化

す
る

可
能

性

３ 日 後 ～ １ か 月 後 ～１ 週 間 後 ～発 災 直 後 ～ １ 日 後

※
被
害
の
様
相
は
一
つ
の
想
定
と
し
て
作
成
し
た
も
の
で
あ
り
、
実
際
の
災
害
時
に
、
記
載
し
た
被
害
の
様
相
ど
お
り
の
事
象
が
発
生
す
る
も
の
で
は
な
い
こ
と
に
留
意
が
必
要
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▼
通

信
の

途
絶

等
に

よ
り家

族
の

安
否

が
確

認
で

き
ず

、
多
くの

人
々
が
徒
歩
や
自
転
車
等
で
自
宅
に
帰
ろ
う
と
す
る

▼
余

震
に

よ
る

看
板

の
落

下
や

延
焼

火
災

等
の
二
次
災
害
に
、
帰
宅
困
難
者
が

巻
き
込
ま
れ
る
等
に
よ
り
、
徒
歩
に
よ
る
帰
宅
が
困
難
化

▼
公

共
交

通
機

関
の

運
休

等
に

よ
り、

子
供

等
の
保
育
園
等
か
ら
の
迎
え
が
困
難
化

▼
ス

ー
パ

ー
・コ

ン
ビ

ニ
等

は
、
被

災
に

よ
り利

用
で

き
な

くな
った

り、
早
期
に
在
庫
が
枯
渇

▼
帰

宅
困

難
者

が
一
時
滞
在
施
設
等
に
多
数
殺
到

し
、
周
辺
が
混
乱

す
る

可
能

性

▼
一

時
滞

在
施

設
の

場
所

等
が

わ
か

ら
ず

、
帰
宅
困
難
者
が
避
難
所
へ
多
数
訪
れ
る

▼
非

常
用

電
源

等
が

整
備

さ
れ

て
い

な
い

一
時

滞
在

施
設

で
は

、
停

電
に

よ
り、
空
調
が

停
止
し
、
季
節
に
よ
っ
て
は
滞
在
継
続
が
困
難
化

▼
オ

フ
ィス

ビ
ル

等
で

は
窓

の
開

閉
が

で
き

ず
、
夏

季
の

発
災

な
どで

空
調

停
止

し
た

場
合

、
滞

在
が

困
難

とな
り、
さ
ら
に
多
くの
従
業
員
や
施
設
利
用
者
等
が
路
上
に
溢
れ
出
す

▼
自

宅
等

へ
移

動
す

る
人

や
屋

外
に

滞
留

す
る

人
で
道
路
上
が
混
雑
し
、
救
命
救
急
、

消
火
活
動
等
に
著
し
い
支
障

▼
夜
間
・休
日
等
の
発
災

は
、
交

通
機

関
の

運
行

停
止

に
伴

い
従
業
員
の
出
勤
が
困
難

身
の
回
り
で
起
こ
り
得
る
災
害
シ
ナ
リ
オ
と
被
害
の
様
相
⑤

～
首
都
直
下
地
震
が
発
生
す
る
と
…
（
帰
宅
困
難
者
を
と
り
ま
く状
況
）
～

帰
宅
困
難
者
を
と
り
ま
く
様
相

電
力
・
通
信

マ
グ

ニ
チ

ュ
ー

ド
7.

3/
冬

/1
8
時

/風
速

8ｍ
/s

想
定
条
件

飲
食
・
物
資

ト
イ
レ
・
衛
生

▼
計
画
停
電
が
実
施
さ
れ
る
場
合

、
基

地
局

の
停

波
等

に
よ

り、
さ
ら
な
る
通

信
障
害
が
発
生

す
る

可
能

性

▼
発

電
機

の
燃

料
が

枯
渇

し
た

一
時

滞
在

施
設

等
で

は
、
テ

レ
ビ

や
ス

マ
ー

ト
フ

ォ
ン

に
よ

る
情
報
収
集
や
、
照
明
、
空

調
等
の
利
用
が
困
難
化

▼
停

電
に

よ
り空
調
が
利
用
で
き
ず
、

熱
中
症
や
脱
水
症
状
に
な
っ
た
り
、

寒
さ
か
ら
風
邪
を
ひ
く等
、
体
調
を

崩
す

可
能

性

▼
自

宅
等

に
帰

ろ
う
とす

る
帰
宅
困
難
者
が
飲
食

料
を
取
り
に
一
時
滞
在

施
設
等
へ
殺
到

し
、
備
蓄

物
資
が
早
期
に
枯
渇

す
る

可
能

性

▼
帰

宅
困

難
者

等
が

避
難

所
に

飲
食

料
を

受
け

取
りに

来
る

た
め

、
避
難

所
物
資
が
早
期
に
枯
渇

す
る

可
能

性

▼
道

路
寸

断
や

交
通

規
制

等
に

よ
りバ
ス
等
に
よ
る
代
替
輸
送
も

困
難

化
す

る
た

め
、

道
路

・鉄
道

の
復

旧
が

⾧
期

化
す

る
地

域
で

は
、
勤
務
先
、
通
学
先
や
一
時
滞
在
施
設

等
で
の
滞
在
期
間
が
⾧
期
化

▼
保

護
者

等
が

保
育

園
等

へ
迎

え
に

行
け

な
い

状
態

が
続

くと
、
保
育
士
等
も
帰
宅
で

き
ず
、
保
育
園
等
に
と
ど
ま
り
続
け
る
必
要

▼
滞

在
期

間
⾧

期
化

に
伴

い
、
勤

務
先

や
通

学
先

、
一

時
滞

在
施

設
に

お
け

る
飲
食

料
や
ト
イ
レ
な
ど
の
滞
在
環
境
の
確
保
が
困
難
化

▼
運

行
を

再
開

し
た

区
間

で
は

、
駅
や
そ
の
周
辺
に
多
くの
人
々
が
殺
到

▼
深
夜
か
ら
早
朝
の
時
間
帯
や
休
日
に
発
災
し
た
場
合

は
、

公
共

交
通

機
関

の
運

行
停

止
に

伴
い

事
業

所
等

に
十

分
な

数
の
従
業
員
が
出
勤
で
き
な
い
状
態
が
一
週
間
以
上
継
続

し
、

業
務
継
続
が
困
難
化

▼
停

電
や

断
水

等
に

よ
り、

公
共
施
設
や
コ
ン
ビ
ニ
等

の
ト
イ
レ
が
利
用
で
き
な
い

▼
非

常
用

電
源

等
が

整
備

さ
れ

て
い

な
い

一
時

滞
在

施
設

等
で

は
、
断
水
や
排

水
管
の
支
障
等
に
よ
り
、

水
洗
ト
イ
レ
が
利
用
で
き

な
い

▼
一

時
滞

在
施

設
等

に
想

定
以

上
の

帰
宅

困
難

者
が

殺
到

し
た

場
合

、
帰
宅

困
難
者
用
物
資
が
よ
り

早
期
に
枯
渇

す
る

可
能

性

▼
帰

宅
困

難
者

が
滞

在
す

る
職

場
・学

校
・一
時

滞
在
施
設
の
水
洗
ト
イ

レ
に
つ
い
て
、
排
水
管
の

故
障
等
に
よ
り
が
機
能

停
止
が
継
続

数 日 後 ～

▼
帰

宅
困

難
者

の
持

つ
携

帯
電

話
・ス

マ
ー

ト
フ
ォ
ン

等
の

バ
ッテ

リー
が

切
れ

、
家
族
等
と
の
連
絡
や
安
否
確
認
が

困
難
化

▼
公

衆
電

話
は

こ
の

10
年

間
で

半
減

し
て

お
り、

残
さ

れ
た
公
衆
電
話
に
⾧
蛇

の
列
が
発
生

▼
災

害
用

伝
言

ダ
イ

ヤ
ル

（
17

1）
、

災
害

用
伝

言
板

（
w

eb
17

1）
の

運
用

が
開

始

▼
多

くの
携

帯
基

地
局

で
非

常
用
電
源
が

枯
渇

し
、
不
通
地
域
が
さ
ら
に
拡
大

▼
携

帯
電

話
が

利
用

可
能

な
地

域
で

も
、

輻
輳
に
よ
り
音
声
通
話
は
つ
な
が
り
に

くく
な
る

。
メ
ー
ル
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
の
大
幅

な
遅
配
等

が
発

生

発 災 直 後 ～ １ 日 後

繁
華
街
で
買
い
物
途
中
、
突
然
大
き
な
揺
れ
に
襲
わ
れ
た
。

駅
に
向
か
う
も
電
車
は
運
転
見
合
わ
せ
と
な
っ
て
い
る
。

家
族
と
も
連
絡
が
と
れ
ず
、
途
方
に
暮
れ
て
い
る
。

※
被
害
の
様
相
は
一
つ
の
想
定
と
し
て
作
成
し
た
も
の
で
あ
り
、
実
際
の
災
害
時
に
、
記
載
し
た
被
害
の
様
相
ど
お
り
の
事
象
が
発
生
す
る
も
の
で
は
な
い
こ
と
に
留
意
が
必
要

◆
多
くの
外
出
者
が
一
斉
に
帰
宅
し
よ
う
と
し
て
、救
出
救
助
活
動
に
支
障
を
き
た
す
ほ
か
、沿
道
の
道
路
閉
塞
や
延
焼
火
災
、余
震
等
で
帰
宅
困
難
者
自
身
の
安
全
確
保
に
も
重
大
な
支
障

※
身

の
回

りで
起

こり
得

る
災

害
シ

ナ
リオ

と被
害

の
様

相
①

～
⑤

に
お

け
る

写
真

に
つ

い
て

、特
段

の
記

載
が

な
い

も
の

は
、（

一
財

）
消

防
防

災
科

学
セ

ン
タ
ー

の
出

典
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○
道
路
延
⾧
１
㎞
あ
た
り
の
全
壊
棟
数
分
布

特
定
緊
急
輸
送
道
路
の
沿
道
に
お
け
る
建
物
の
倒
壊
リ
ス
ク
を
視
覚
化

都
心
南
部
直
下
地
震
（
M
7.
3）
に
お
け
る
想
定

特
定
緊
急
輸
送
道
路
に
お
け
る
交
通
支
障

- 122 -



○
建
物
倒
壊
に
よ
る
細
街
路
の
道
路
閉
塞
率

特
定
緊
急
送
道
路
等
主
要
道
路
に
つ
な
が
る
「
細
街
路
」
の
閉
塞
リ
ス
ク
を
視
覚
化

都
心
南
部
直
下
地
震
（
M
7.
3）
に
お
け
る
想
定

細
街
路
の
閉
塞
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防
災
・減
災
対
策
に
よ
る
被
害
軽
減
効
果

（
冬
・夕
方
/風
速
8
ｍ
/s
）

耐
震
化
の

推
進

家
具
転
倒

防
止
対
策

項
目

現
況

促
進

①
促

進
②

耐
震

化
の

推
進

住
宅

の
耐

震
化

率

92
%

 な
ど

耐
震

化
率

10
0%

（
19

81
年

基
準

）
20

00
年

基
準

○
建

物
耐

震
化

等
の

現
況

に
基

づ
く被

害
量

か
ら

、
今
後
対
策
を
進
め
た
場
合
の
被
害
軽
減
効
果

を
推

計

○
死
者
・
全
壊
棟
数
は
、
前

回
想
定
か
ら
３
～
４
割
減

少

○
さ
ら
に
対
策
を
進
め
る
こ

と
で
、
死
者
数
、
全
壊
棟

数
を
減
少
さ
せ
る
こ
と
が

可
能
と
推
計

死
者
数

約
5
,1
0
0
人

全
壊
棟
数

約
1
1
万
棟

約
3
,2
0
0
人

約
８
.1
万
棟

約
1
,2
0
0
人

約
３
.2
万
棟

約
5
0
0
人

約
1
.4
万
棟

今
回
想
定
結
果

1
9
8
1
年
基
準

2
0
0
0
年
基
準

約
８
割
減
少

約
６
割
減
少

前
回
想
定
結
果約
３
～

４
割
減
少

今
回
想
定
結
果

促
進
①

促
進
②

死
者
数

約
2
6
0
人

約
2
4
0
人

約
1
4
0
人

約
4
0
人

約
８
割
減
少

約
４
割
減
少

前
回
想
定
結
果

約
１
割
減
少

○
死
者
は
、
前
回
想
定
か
ら
１

割
減
少

○
さ
ら
に
対
策
を
進
め
る
こ
と

で
、
死
者
数
を
減
少
さ
せ
る

こ
と
が
可
能
と
推
計

項
目

現
況

促
進

①
促

進
②

家
具

等
の

転
倒

・落
下

等
防

止
対

策
実

施
率

の
向

上
57

.3
%

75
%

10
0%

※
死
者
数
は
、
揺
れ
に
よ
る
建
物
被
害
に
よ
る

死
者
数
で
有
り
、
ブ
ロ
ッ
ク
塀
等
の
死
者
数

等
を
含
ま
な
い
。
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死
者
数

約
4
,1
0
0
人

焼
失
棟
数

約
2
0
万
棟

約
2
,5
0
0
人

約
1
2
万
棟

約
8
0
0
人

約
４
万
棟

数
3
0
0
人

約
1
.4
万
棟

今
回
想
定
結
果

促
進
①

促
進
②

約
９
割
減
少

約
７
割
減
少

前
回
想
定
結
果約
３
～

４
割
減
少

防
災
・減
災
対
策
に
よ
る
被
害
軽
減
効
果

（
冬
・夕
方
/風
速
8
ｍ
/s
）

出
火
防
止

対
策
の

推
進

○
建

物
耐

震
化

等
の

現
況

に
基

づ
く被

害
量

か
ら

、
今
後
対
策
を
進
め
た
場
合
の
被
害
軽
減
効
果

を
推

計

項
目

現
況

促
進

①
促

進
②

（
１

）
電

気
を

要
因

とす
る

出
火

の
低

減
8.

3%
25

%
50

%
（

２
）

初
期

消
火

率
の

向
上

36
.6

%
60

%
90

%

○
死
者
・
焼
失
棟
数
は
、
前
回

想
定
か
ら
３
～
４
割
減
少

○
さ
ら
に
対
策
を
進
め
る
こ
と

で
、
死
者
数
、
焼
失
棟
数
を

減
少
さ
せ
る
こ
と
が
可
能
と

推
計

各
種
対
策
を
推
進
す
る
こ
と
に
よ
り
、
被
害
を
大
幅
に
軽
減
す
る
こ
と
が
可
能

※
焼
失
棟
数
は
揺
れ
等
に
よ
る
被
害
と
の
重
複
除
去
を
行
う
前
の
値
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地震に関する地域危険度マップ 
（東京都震災対策条例に基づく「地震に関する地域危険度測定調査［第９回］（令和４年９月発行）より） 

表層地盤のゆれやすさマップ 
（首都直下地震等による東京の被害想定報告書（令和４年５月発行）より） 

ゆれやすい 

  ↑ 

  ↓ 

ゆれにくい 

資料２５ 

建物倒壊危険度 

ランク図 

火災危険度 

ランク図 
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※「災害時活動困難係数」とは、危険地域からの避

難や消火・救助活動のしやすさ（困難さ）を、災

害時活動に有効な空間の多さや、道路ネットワー

ク密度の高さといった道路基盤などの整備状況

から評価した指標です。 

総合危険度 

ランク図 
災害時活動困難 

係数図 

地震に関する地域危険度マップ 
（東京都震災対策条例に基づく「地震に関する地域危険度測定調査［第９回］（令和４年９月発行）より） 



第１章 業務継続計画の策定趣旨及び基本方針

第２章 被害想定

第１節 策定趣旨
• 大規模な震災により庁舎等が被災した場合でも、区の行政機能低下を最小限に留め、部署を
越え、限られた物資・人員で「やらなければならない業務」を実施できる全庁的な体制構築
を目的とする。

第２節 基本方針
方針１ 江戸川区地域防災計画を補完する職員の実行計画とする

方針2 区に最も甚大な被害をもたらす地震を想定

方針3 発災後から１週間以内に着手すべき災害時優先業務を時系列で選定

方針4 選定した業務に迅速に対応できるよう、職員の参集体制を見直す

方針5 ライフライン被害を想定し紙ベース対応等の代替手段を整備する

方針6 協定団体及び指定管理者等との連携体制の強化を図る

方針7 各部局が主体的に行動できるマニュアルを整備する

方針8 各部局は訓練によるマニュアルの継続的改善と職員の役割周知を図る

第１節 想定する地震
• 「都心南部直下地震（首都直下地震）」
• 東京都23区南部を震源とする
• Ｍ7.3の地震 震度６弱～７
• 冬18時 風速８m/s

◆ 物的・人的被害
• 建物全壊: 6,656棟
• 焼 失:14,421棟
• 死 者:  582人(要配慮者411人)
• 負 傷 者：6,713人(重症者1,106人)
• 震災廃棄物予測:221万トン

◆ ライフライン被害
• 停電率：21.7％(4日後)
• 通信不通率：11.6％(4日後)
• 上水道断水率：55.9％(17日後)
• ガス供給停止率：53.6％(6週間後)
• 下水道被害率：6.7％(21日後) ※括弧内は想定復旧完了日数

◆ まちの状況

江戸川区業務継続計画（震災編）概要

震度分布図

日 数 主 なま ち の状 況

1日

(発災直後)

複数火災、交通マヒ、帰宅困難者発生、情報の混乱、救出救護活動、

負傷者対応、避難所開設、安否確認

2～3日 救出救護活動、避難所生活開始、道路啓開活動

４日～1週間 救援物資到着、避難所生活の本格化、がれき等発生

（令和６年３月修正）
資料２６
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第３章 計画の対象となる災害時優先業務

第１節 災害時優先業務の選定
• 発災後１週間以内(特別非常配備態勢時)に着手すべき業務として、優先度の高い災害応急業務
及び通常業務を選定した。その他の業務については組織態勢が整い次第、順次実施していく。

第２節 災害時優先業務時系列一覧及び主な担当部局
• 災害時優先業務の着手時期（少人数でも業務に着手する時期）及び稼働期（必要人員を確保し
業務を本格稼働する時期）を設定した。各業務の担当職員はこれに基づいて業務を実施するよ
う努める。

＜災害時優先業務時系列一覧（一部抜粋）＞

選定

基準

（1）区民の生命や重大な安全にかかわる業務
（2）区民生活を支えるために不可欠な業務
（3）業務の基盤となる事業（基幹業務）

業務の種別 業務数

災害時優先業務
通常業務（内数） ２３件

災害応急業務（内数） ６０件

８３件

非常配備態勢移行後に実施する業務 ７４９件

全 抽 出 業 務 ８３２件

着手時期 稼働期
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第４章 業務執行体制の確保

第１節 人員体制の確保

◼ 勤務時間外に震度５強以上の地震が発生した場合、特別非常配備態勢として職員はあらかじ
め定められた場所に自主参集する。

• 職員参集調査に基づく参集見込み人員想定し得る最も厳しい条件で参集調査を実施。
（橋梁被害で区外在住者は３日間参集不可、自宅の耐震性及び家族等の事由を考慮。）

区職員（全3,283人）

都職員（全2,820人）…勤務する区立小中学校に参集

第２節 業務執行環境の確保

＜業務執行環境に関する課題と対応策＞

住所要件

(居住地に基づく)

対策拠点の開設（災害対策本部、地域拠点、緊急医療救護所、避難所、

地域内輸送拠点、災害ボランティアセンター）

職務要件

(スキルに基づく)

専門的な対策（対策拠点運営、地域内輸送拠点、戸籍、施設点検、道路啓開、

危険物管理、遺体収容所、議会対応など）

＜参集場所の決定基準＞

参集時間 1時間 3時間 6時間 24時間 3日 1週間

人数(人) 530 1,263 1,633 1,633 1,633 2,184

参集率(％) 16.1 38.5 49.7 49.7 49.7 66.5

参集時間 1時間 3時間 6時間 24時間 3日 1週間

人数(人) 26 362 463 489 489 1,545

参集率(％) 0.9 12.8 16.4 17.3 17.3 54.8

○課題と今後の取り組み
（1）家庭の震災対策…職員個人の対策推進と防災意識の向上
（2）人員配置の適正化…業務の専門性を考慮した人員配置の見直し
（3）マニュアルの整備…人員不足を考慮した業務手順・内容の整理

主 な課 題 対 応 策

執務スペースの確保 什器等転倒防止、ガラス飛散防止、代替施設使用

停電、断水 非常用電源の確保、災害用トイレの備蓄

通信・システム被害 無線操作の習熟、紙媒体の保管、手処理の整理

資機材・用品の確保 調達業者との連携強化、必要品の備蓄

職員用の食料確保
組織及び個人での備蓄促進、流通備蓄の確保、

各課配備の給水用ポリタンクの使用
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第５章 計画の推進

第３節 協定団体及び指定管理者等との連携

• 協定団体との連携については、業務の担当部署が平常時から連絡先等を確認し、実行力のあ
る態勢を構築していく。

• 区施設の指定管理者等の災害対応については、区職員に準じるよう、契約内容及び対応態勢
を整備する。

第１節 計画的訓練・研修の実施

• 各部局は計画的に訓練及び研修を実施し、職員全員が個々の役割を認識した実践的な態勢を構
築していくものとする。

第２節 継続的改善

• 訓練等で抽出した課題をもとに、本計画の継続的改善を行うとともに各活動マニュアルの充実
を図る。

PLAN

ACTION

CHECK

DO

計画策定

計画検証、課題検討

計画改善

研修、訓練

BCM
継続的改善
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第１章 業務継続計画の策定趣旨及び基本方針

第２章 被害想定

第１節 策定趣旨
• 業務執行体制の検討・整備、計画の継続的改善や訓練・研修の実施等を重ねる中で、
継続的に更新していくものとして位置づける。

第２節 基本方針
方針１ 最も厳しいケースを想定し、庁内で共有する。

方針２ 非常時優先業務を抽出し、当該業務の着手時期等を設定する。

方針３ 非常時優先業務に必要な人材や資機材などの資源は、内容や数量を可能な限り具体化する。

方針４ 水害時に優先する業務以外の通常業務は原則一時停止する。

方針５ 業務を継続するための非常時優先業務の課題と対策を検討する。

第１節 想定する水害
• 本区がこれまでに経験したことがない大規模な水害を想定

今までに経験したことがないような巨大台風の接近、上陸に伴う高潮の発生、荒川と利根川（江戸
川）の流域に大量の降雨が続くことによる大規模な洪水の発生など

第２節 被害想定

江戸川区の状況 区役所の状況

建
物
被
害

 葛西南部地区（高台エリア）を除く区内全域

にわたり、床上浸水。

 浸水が解消する２週間以上の間は、復旧・

復興活動もできない状況が継続。

 本庁舎等、１階天井まで浸水。現本庁舎
では窓口等は機能停止。

 待避施設以外は、区職員での対応が困
難なため、閉鎖。

 待避施設についても葛西南部地区を除
き、１～２階まで浸水し、ボート以外の移
動は困難（孤立化）。

電
力

 変電設備、配電設備等への浸水により広域

的な停電が発生する可能性あり。

 送電が可能でも漏電による二次災害が想

定される場合、供給停止の可能性あり。

 復旧まで数週間程度必要。

・現本庁舎では、２機の非常用発電機により
フル稼働した場合、114時間発電可能（最
大5日間程度）。

・その後は蓄電池等により本庁舎と臨海町
施設との最小限の通信は確保。

上
水
道

 給水所の水没と電気機械設備の水没による

機能障害が発生する可能性あり

 停電の場合、上層階（おおむね４階以上）へ

の給水が不能。

 復旧まで数カ月程度。

 同左（受水槽が機能するかどうか要確

認）

 食料とともに、職員各自による水の備蓄

で対応せざるを得ない。

① 種類 台風等に起因する高潮・洪水
② 規模 荒川流域の3日間総雨量632mm、利根川、八斗島上流域の3日間総雨

量491mm、中川・綾瀬川圏域総雨量690mm
室戸台風級910hPa、東京港に最大の高潮が発生する経路、堤防等の決
壊を想定

③ 浸水深 最大10m
④ 浸水継続時間 最大2週間以上

江戸川区業務継続計画（水害編）概要 （令和６年３月）資料２７
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第３章 計画対象となる非常時優先業務

第１節 非常時優先業務の選定
• 今回の非常時優先業務：水害に対応したものとして、事前防災行動及び（緊急度優先度の高
い）復旧・復興業務を加える

• タイムラインの設定

• 計画の対象業務

分類 業務内容
事前防災業務 発災前の防災のための行動
応急対策業務 被害への応急対策
復旧・復興業務 応急対策後の復旧・復興業務
優先通常業務 通常業務のうち、非常時においても優先して実施すべき業務

事前防災業務 115業務（各部間での重複項目を除くと98業務）

応急対策業務 67業務

復旧復興業務 52業務

優先通常業務 27業務

合計 261業務（各部間での重複項目を除くと244業務）

第２節 非常時優先業務時系列一覧

目標復旧時間

業務類型・着手時期

事前防災業務

応急対策業務

復旧・復興業務

優先通常業務

72時間48時間24時間9時間
発災

1日 3日 1週間 2週間 1か月

着手時期 継続

着手時期 継続

着手時期 継続

復旧・継続継続

2時間120時間

情報連絡
態勢

第三次配備態勢
庁内態勢
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第４章 業務執行体制の確保

第１節 組織体制の確保
• 災害対策本部の設置

• 対応態勢の移行

在宅避難
在宅避難又は

自主避難施設開設
在宅避難又は避難所
避難（避難指示等）

広域避難

水防態勢風水害第一次配備態勢
風水害第二次
配備態勢

風水害第三次
配備態勢（検討中）

強← ≦930hPa＜ ＜950hPa≦ ＜970hPa≦ →弱
台風接近・上陸時
における中心気圧

区民の避難方法

区の職員態勢

災害対策本部設置

概ね3日前 概ね2日前 概ね1日前 ★台風上陸

実施する場合

実施しない場合

第三次配備態勢【判断】
第二次配備態勢【判断】

第二次配備態勢【判断】

広域避難実施の
有・無(江東5区)

荒川上流域の総雨量400mm

第２節 人員体制の確保
• 風水害第三次配備態勢における人員配置・職員参集

基本的に職員全員を参集する
• 事案決定権

• 職員の交替体制
•各部局の責任者は職員の勤務状況を監督し、原則として職員が帰宅又は職場から離れるこ
とができない日が３日を超えることのないよう、部内における交替体制の構築及び交替方
法の確立に努める。

• 庁内応援体制（応援が必要とされる業務）

• 外部自治体からの受援による体制
・避難所運営 ・住家被害認定調査 ・租税関連業務 ・仮設住宅に関する業務
・戸籍管理業務・罹災証明書発行 ・給付金、義援金に関する業務
・保健衛生業務 など

• 課題と今後の取り組み
・職員の家庭における風水害対策の徹底（広域避難の方法、連絡手段の確保等）
・非常時優先業務の定期的見直しと、人員配置の適正化
・非常時優先業務遂行のための各部対処マニュアルの整備

第１位：担任副区長   第２位：他の副区長   第３位：教育長 

第４位：危機管理部長  第５位：部長級職員 

※部長級職員は、行政順に【例】経営企画部長→ SDGs 推進部長→ … 

業 務 担当部署
救援物資の受入れ・配給 産業経済部
住家被害認定調査 都市開発部、生活振興部
罹災証明書発行 生活振興部
がれき処理に関する業務 環境部、土木部
応急仮設住宅入居に関する業務 都市開発部、生活振興部
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第５章 計画の推進

第３節 業務執行環境の確保
• 庁舎・執務スペース等

• 本庁舎における体制の構築：本庁舎５階災害対策本部を中心とした全庁LAN回線、システム
• 災害対策本部バックアップ態勢の確立：臨海町コミュニティ会館に確立
• 非常時優先業務の執務スペースの確保：浸水地域外のコミュニティ施設等に945名分

（1人当り4㎡）
• ライフライン

• 電力 ：非常用電源の確保
• 飲料水：受水槽の水利用、備蓄、１～２週間程度の業務継続
• トイレ：携帯トイレの備蓄導入

• 通信・情報システム
• 電話：通信事業者との連携強化、災害時優先電話の活用、代替施設への回線整備
• 防災無線：FM放送、ケーブルテレビとの連携、HP、SNS等多様なツールの活用
• 各種情報システム：データセンターでのシステムサーバー設置、通信ネットワーク機器浸
水に備えたバックアップ、早期復旧のための保守業者との連携、代替策の検討（紙利用）

• 資機材・用品等
• 庁舎内消耗品融通のための情報共有、代替策の事前検討、保管場所の調整（上層階）等

• 職員用備蓄
• 必要量の把握と備蓄の実施、自主的確保の推奨
（東京都では３日分の職員用備蓄を実施、水害対応の長期化へ対応する必要量を確保）

第４節 協定団体との連携
• 平常時より、協定団体連絡会等を通じて、連絡体制、役割分担の確認、顔の見える関係強化
を図る

第５節 指定管理者及び管理委託事業者との連携
• 指定管理者及び管理委託事業者の位置付けと役割：契約に応じた災害対応
• 連携体制：当該業務の担当部署が実施
• 課題と今後の取り組み：連携体制・役割分担等の事前の整理、事前の協議

第１節 継続的改善
• 業務継続計画の定着：職員訓練、研修による業務への定着
• 業務継続計画の向上：職員訓練・研修を通した改善点の抽出・計画見直し、マニュアル見直し

第２節 計画的訓練・研修の実施
• 計画的な各部局訓練の実施
• 研修の実施及び研修の種類
• 各部局訓練・研修の実施結果報告及び検証と記録：区長への報告、危機管理部長への助言・提
言

• 課題と今後の取り組み
•災害対応能力の向上
•組織態勢の強化
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地区防災計画策定地区 

地区居住者等が自助・共助の観点から地域の防災力向上のために策定した地区防災計画につい

ては以下のとおり。 

区は、江戸川区地域防災計画と当該計画の連携に基づく防災活動により、地域の防災力の効果

的な向上を図るものとする。 

 

地区防災計画策定地区（令和７年８月５日現在） 

自主防災組織名 計画策定日 防災会議承認日 

新二之江町会 平成３０年５月７日 平成３０年７月５日 

西小岩六軒島町会 平成３１年１月２８日 令和元年７月３日 

アリーナコースト管理組合 令和３年４月１１日 令和３年１１月１５日 

谷河内南町会 令和３年８月１日 令和３年１１月１５日 

小岩駅南自治会 令和４年７月３１日 令和４年１０月１９日 

葛西第２スカイハイツ管理組合 令和５年３月１日 令和５年１０月１８日 

椿親和会 令和５年６月２４日 令和５年１０月１８日 

六中自治会 令和６年６月６日 令和６年７月５日 

松江二丁目地区 令和７年６月２３日 令和７年８月５日 

葛西住宅管理組合 令和７年６月１１日 令和７年８月５日 
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